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●鹿野川ダム湖の堆積土砂の量はどの程度か。 

＜国交省説明＞ 

ダム湖の容量は１２００万 m3。堆積量 ４４０万 m3 

 

●愛媛新聞の報道では、各ダムの状況は以下のようになっている。 

 野村ダム          鹿野川ダム    

２時３０分 ホットライン        ５時００分 ホットライン 

３時１１分 放流見込み          ６時２０分 放流見込み 

５時１０分 避難指示            ７時３０分 避難指示 

 ６時２０分 放流                ７時３５分 放流 

野村ダムはホットラインから放流まで４時間、鹿野川ダムは２時間半し

かない。上流の野村ダムで想定外のことが起こっている中で、早い時点で

大洲市に知らせるべきではなかったか。また、野村ダムは避難指示から放

流までおよそ１時間ある。鹿野川ダムは、５分しかない。これでは大切な

物さえ避難できない。国の責任か。市長の責任か。 

＜国交省説明＞ 

お答えできない。 

 

●野村ダム事務所で日本共産党の国会議員が調査を行ったとき、今回の様

な豪雨では山鳥坂ダムがあっても、洪水吐きトンネルがあっても効果はな

かったと説明されたのに、所長の説明では、山鳥坂ダム、洪水吐きトンネ

ルを進めたいと言うがどういうことか。 

＜国交省説明＞ 

 貯めることができる量が増えるので、被害の軽減ができる。 

 

●ルールに則った正しい放流と言うが、市民の暮らしに大きな犠牲が出て

いる。国交省として市民の方々の暮らしを応援する施策を講じるべきと思

うがどうか。 

＜国交省説明＞ 

 具体的に答えられませんでした。 

 

●３.３億円での河道の掘削はどのように活用するのか。 

＜国交省説明＞ 

 慶雲寺など１万 m3・樋門 2000 m3 の土砂を除去する。河道内の樹木の伐

採をする。 

７月豪雨における鹿野川ダムなどの放流操作 

及び情報提供についての説明会がありました。
 

８月２１日１０時から、平成３０年７月豪雨における鹿野川ダムなどの放

流操作及び情報提供について、四国整備局山鳥坂ダム工事事務所の説明会が

大洲市議会議場でありました。 

 説明は主に山鳥坂ダム事務所所長が行いました。説明会に先立ち、二宮市

長が挨拶を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  その後、小中居山鳥坂ダム事務所長が挨拶をおこない、説明に入りました。 

 

梅木かづこ市議は以下の内容について質問を行いました。 

 

●野村ダムは、大規模洪水と小・中規模洪水に対応する放流があるが、今回

なぜ大規模洪水に対応した放流をおこなわなかったのか。 

＜国交省説明＞ 

   定めているルールで行った。ルールは関係機関と事前に決まっていた。 

 

 

＜市長あいさつ＞ 

 国交省、四国地方整備局、山鳥坂ダム事務所の方々には７月の豪雨災害

について、説明にご多忙の中おいで頂いてありがとうございます。 

 ４名の市民を亡くし、痛恨の思いです。１０１４００ヘクタールの浸水

被害で、現在も避難生活をしている方々がいます。市民の胸中を察すにあ

まりある。ボランティアや自衛隊等に支援を頂いた。７月３１日大洲市の

補正予算を専決処分した。 

 今後犠牲者を出さないために、どうするか。安心して日常生活が出来る

ようにどうするか。抜本的、恒久的対策を求めたい。今までとは違う想定

外のことが起こる。治水対策と同時に避難対策のソフト面の取り組み、堤

防の嵩上げ、洪水吐きトンネルなどで災害に強い町作り進めて参りたい。 

 今後の課題を明らかにして、対策を作り上げるのが防災の出発点だとお

もう。国交省の方にはわかりやすく説明していただきたい。 


